


＜プログラム＞
	
	時間
	テーマ
	講師（敬称略）

	5月
22日(土)
	09:30～10:30
	趣旨説明にかえて：
子ども達の生活・共に生きる意味
	田中康雄（北海道大学大学院教授）

	
	10:40～11:40
	学校（特に小学校・中学校）での暮らし
	田中康雄（前掲）

	
	11:40～12:40
	昼食（各自でお取り願います）

	
	12:40～14:10
	学校（特に高等学校）での暮らし
	川俣智路（北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター学術研究員）

	
	14:20～15:50
	社会で子どもを育てる
	武田信子（武蔵大学人文学部教授）

	
	16:00～17:00
	討論
	田中、武田、川俣（前掲）

	5月
23日(日)
	09:30～10:00
	施設で生きるということ
	田中康雄（前掲）

	
	10:10～11:40
	児童養護施設での暮らし
	国分美希（児童養護施設至誠学園養護部副部長）

	
	11:40～12:40
	昼食（各自でお取り願います）

	
	12:40～14:10
	児童自立支援施設での暮らし
	松嶋秀明（滋賀県立大学人間文化学部准教授）

	
	14:20～15:50
	援助ホームでの暮らし
	高橋一正（自立援助ホームふくろうの家ホーム長）

	
	16:00～17:00
	討論
	田中、国分、松嶋、高橋（前掲）






※ 時間割・テーマ等は、多少変更となる場合があります。その際はご了承願います。
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今回の発達障害講座では，発達障害を真正面から語るのではなく，社会的存在としての発達障害，あるいは発達し続けるなかに生じる生きづらさに光りをあてて考えたいと思います。　かつて精神科医の小澤勲氏は「ある一群の子ども達が，他ならぬ自閉症児とよばれる課程は，社会的範疇との関連をもとに把握されるべき」と述べました。そのうえで，社会的範疇と関連したからといって，「自閉症とよばれる子ども達のひとりひとりが何らかの生物学的規定性のもとにあることとは矛盾しない」とも言い添えました。


　近年の発達障害ブームともいえるやや過剰な注目のされ方を，単にバブルと揶揄するのではなく，社会的範疇からの必然的結果と読み直すことで，『現代の子ども像』を見つめ直したいと思います。


すなわち，子どもたちの育ちを，医学的あるいは生物学的範疇として捉えるだけでなく，社会的範疇との関係についても目を向けたいと思います。 


講座2日間を二部構成として，1日目を家庭と学校の中で育つ子どもについて議論し，2日目には，さまざまな施設空間で生活する子どもたちの育ちを検討したいと思います。


　現代の社会的存在として子どもたちを見直すことで，「支援のありよう」を考えることができればと思っています。たくさんの方々のご参加を期待しています。　　　　　　　　　　田中康雄（北海道大学大学院教授）








２０１０年度　発達障害講座　１








期　日   ：２０１０年５月２２日（土）～２３日（日）


受講対象  ：教育、医療、相談、福祉、保育の各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味のある方々


定　員	：１５0名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認願います）


受講料	：１２,０００円（税込）　※　昼食は各自でお手配願います


会　場	：明治安田こころの健康財団　講義室　（東京都豊島区高田3-19-10）　03-3986-7021


	ＪＲ山手線、西武新宿線、地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


主  催　  ：財団法人　明治安田こころの健康財団


共  催　  ：北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター


1-4-14TEL：後　援


後援：宮城県・宮城県





子どもたちが「生活をする」ということ


～　家庭・学校・施設での生活から　～














